
軸間距離371.96mmの場合を例にベルトを張るときのたわみ
代及びたわみ荷重を計算します｡

ベルト : 400S8M1080

プーリ : 駆動（小プーリ）40S8M0400

従動（大プーリ）44S8M0400

1. たわみ代・たわみ荷重を用いてベルトに所定の
張力が与えられているかを確認する方法

たわみ代（δ）は、スパン長（Ls）から下記の式を用いて計
算します｡

Ls= (371.96)2- (112.05
-101.86)2

4

Ls= C2-
(Dp-dp)2

4

●たわみ代

δ=  1.6×Ls
100

16

Ti+ Ls×Y
LpTδ=

Ls=371.93

スパン長さ（Ls）は、371.93mmとなります。

=5.95

したがって、たわみ代（δ）は、6mmとなります。

δ=  1.6×371.93÷100

16
657+ 371.93×333÷1080

Tδmin=

16
873+ 371.93×333÷1080

Tδmax=

=48.2

=61.7
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2
設計編

スパンの真ん中を6.0mm押し込んだ時の力が48～62Nのと
きベルトの張力が657～873Nとなります｡

スパン 

48～62N

6.0mm

図1

たわみ荷重（Tδ）は、必要とする取付張力（Ti）のTomin
及びTomaxについて、スパン長（Ls）、ベルト長さ（Lp）
並びに表12に示すY値から下記の式を用いて計算します｡

●たわみ荷重

たわみ代（δ）のときのたわみ荷重がTδmin～Tδmaxに
入るようベルトを張ってください。スパンの中央をたわみ代
6mmに押し込んだときの力、即ちたわみ荷重がTδmin～T
δmaxに入るよう48～62Nでベルトを張ってください。
このときのベルト張力が、657～873Nになります。

●ベルトに張りを与えてください。

したがって、Tδminは48N、Tδmaxは62Nとなります。

P48表12より、S8Mの40mm幅の場合、Tomin＝657N、
Tomax＝873N、Y＝333を用いスパン長（Ls）
371.93mm及びベルト長さ（Lp）1080mmからTδmin
並びにTδmaxを計算します。
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